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はじめに

早稲田大学前橋明研究室では、 2003年度より、日本の子どもたちの生活習慣についての調査・研究

を進めてきた。現在は、日本だけでなく、中国、韓国 台湾、シンガポール、マレーシア、フィリピン

等、アジア圏を中心に、生活習慣調査を広げている。台湾においては、 2012年度の生活習慣の報告を

最後に、行われていなし、。

そこで、本報では、最近の台湾幼児の余暇活動と生活習慣の実態を把握・分析するために、調査を行

い、健康管理上の課題を抽出することとした。

方法

2015 年 5 月 ~6 月に、台湾の台北市をはじめ、新北市 桃園市、台南市、高雄市の幼児園に通う 1

歳~6歳児 1 ，627 名(男児 807 名，女児 820 名)の保護者に対して、幼児の余暇活動と生活習慣に関す

るアンケート調査を実施した。調査内容は、幼児の幼児固から降園してからのあそびゃ生活状況(就寝

時刻、起床時刻、朝食の摂取状況など)で、あった。

結果

幼児園の幼児における降園後のあそびの種類を表 1に、生活習慣の結果(平均値と標準偏差)を表 2

-1 と表 2-2 に、生活状況の人数割合を図 1-1~図 2-2 に、それぞれ男女別に示した。

1 幼児園からの降園後のあそび

帰宅後のあそびの種類で、 2歳男児、 4歳男児、 5歳男児、 6歳男児において、「テレビ・ビデオ」

が 1位であった(表1)0

表1男女別・年齢別にみた幼児園からの降国後の幼児のあそびの内容(2015年度台湾幼児園幼児)
年齢 性別 1位 2位 3位

1最児
男児(N=7) ボールあそび 乗り物のおもちゃ テレビ・ビデオ/ブ、ロックあそび
女児(N=7) 絵本・本読み お絵かき ボールあそび

2歳児
男児(N=31) テレピ・ビデオ 乗り物のおもちゃ ボーjレあそび
女児(N=30) お絵かき ままごと 絵本・本読み

3藤児
男児(N=99) ブ、ロックあそび 乗り物のおもちゃ テレビ・ビデオ
女児(N=126) お絵かき ままごと テレピ・ビデオ

4歳児
男児(N=209) テレビービデオ ブロックあそび 乗り物のおもちゃ
女児(N=203) お絵かき ままごと ナレピ・ビデオ

5轟児
男児(N=237) テレビ・ビデオ お絵かき 乗り物のおもちゃ/ブロックあそび
女児(N=247) お絵かき テレビ・ビデオ ままごと

6歳児
男児(N=227) テレビ・ビデオ お絵かき 乗り物のおもちゃ
女児(N=204) お絵かき テレビ・ビデオ ままごと

2 外あそび時間

男児の平均外あそび時間は、 23分(1歳児)-1時間 13分(2歳児)、女児は 53分 (6歳児)-1 

時間 15分(1歳児)であった(表 2-1，表 2-2)0 

また、外あそび時聞が 30分以内の男児は、 50.2%(6歳児) -71. 4% (1歳児)おり、女児では、
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33.3% (1歳児) ~56. 9% (4歳児)いた(図 1- 1，図 1-2)。

表2-1台湾幼児圏幼児の生活活動の時間および人数(2015年男児)

宣ポと 1歳児(7人) 2歳児(31人) 3歳児(99人) 4歳児(209人) 5歳児(237人) 6歳児(227人)

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

就寝時刻 21時25分 50分 21時59分 32分 21時41分 38分 21時43分 40分 21時45分 36分 21時52分 57分
睡眠時間 9時間37分 40分 9時間26分 44分 9時間35分 40分 9時間38分 42分 9時間33分 38分 9時間28分 62分
起床時刻 7時02分 46分 7時25分 36分 7時17分 36分 7時21分 40分 7時19分 36分 7時20分 33分
朝食時刻 B時09分 58分 8時10分 54分 7時59分 46分 8時05分 46分 7時58分 46分 8時01分 53分
排便時刻 12時40分 350分 15時20分 376分 13時45分 354分 15時44分 304分 15時05分 328分 16時15分 290分
登園時刻 7時36分 29分 8時07分 44分 7時56分 33分 8時01分 34分 7時59分 30分 7時59分 30分
通園時間 17分 13分 12分 6分 12分 8分 12分 9分 10分 7分 10分 7分

あそび時間 2時間17分 64分 3時間36分 155分 3時間10分 133分 3時間12分 124分 3時間13分 137分 2時間58分 120分
うち、外あそび時間 23分 21分 1時間13分 105分 1時間0分 86分 1時間1分 70分 1時間5分 76分 1時間5分 81分
うち、W且ビデオ視聴時間 27分 25分 1時間9分 52分 1時間25分 76分 1時間26分 74分 1時間35分 69分 1時間49分 92分
遊ぶ人数(人) 3.1 1.8 2.2 0.9 2.4 1.0 2.4 1.1 2.5 1.0 2.4 1.4 
夕食時刻 18時10分 58分 18時32分 40分 18時37分 35分 18時26分 34分 18時24分 33分 18時28分 37分

表2-2台湾幼児罰幼児の生活活動の時間および入賞(2015年女児)

盃竺と 1歳児(7人) 2歳児(30人) 3歳児(126人) 4歳児(203人) 5歳児(247人) 6歳児(204人)

平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差

就寝時刻 21時25分 44分 21時43分 44分 21時47分 36分 21時47分 35分 21時55分 41分 21時47分 98分
睡眠時間 9時間33分 63分 9時間47分 52分 9時間39分 39分 9時間33分 38分 9時間28分 42分 9時間33分 101分
起床時刻 7時09分 53分 7時30分 62分 7時26分 34分 7時21分 34分 7時23分 31分 7時21分 36分
朝食時刻 7時27分 50分 8時06分 70分 8時14分 39分 B時08分 43分 8時07分 44分 8時03分 44分
排便時刻 9時46分 303分 8時22分 123分 13時27分 336分 15時16分 307分 15時48分 294分 15時29分 293分
登圏時刻 8時06分 29分 7時54分 31分 8時03分 28分 B時00分 34分 8時02分 31分 7時57分 33分
通園時間 9分 6分 16分 9分 11分 8分 12分 10分 12分 9分 11分 8分
あそび時間 2時間38分 28分 3時間18分 122分 3時間17分 136分 2時間54分 111分 3時間0分 124分 2時間54分 115分
うち、外あそび時間 1時間15分 56分 1時間1分 50分 1時間12分 95分 58分 80分 1時間2分 73分 53分 59分
うち、引/且ピデオ視聴時間 47分 48分 1時間14分 随分 1時間11分 62分 1時間14分 68分 1時間35分 83分 1時間28分 75分
遊ぶ人数(人) 2.7 0.8 2.2 0.9 2.4 0.9 2.5 1.1 2.4 1.2 2.4 1.2 
夕食時刻 18蒋58分 34分 18時34分 44分 18時32分 39分 18時29分 37分 18時29分 40分 18時21分 83分
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園1-1台湾幼児国幼児の外あそび詩潤(2015年男毘) 図1-2台湾幼毘窟幼毘の外あそび鶴間(2015年女児)

3. TV.ビデオ視聴時間

男児の平均 TV・ビデオ視聴時間は、 27分(1歳児) ~ 1時間 49分 (6歳児)、女児は 47分(1歳

児) ~ 1時間 35分(5歳児)であった(表 2-1，表 2-2)。

また、 TV・ビデオを 1時間 30分以上視聴している男児は、皆無(1歳児) ~46.9%であり、女児で

は 14.3% (1歳児) ~40.8% (5歳児)いた(図 2-1，図 2-2)。
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図2-1 台湾幼児園幼児の手レピ・ピデオ視聴時間 (2015年 男児) 図2-2 台湾幼児園幼児のテレビ岡ピヂオ視聴時間 (2015年 女児)

4目就寝時刻

男児の平均就寝時刻は、 21時 25分(1歳児) ~21 時 59 分( 2歳児)、女児は、 21時 25分(1歳

児) ~21 時 55 分 (5 歳児)で、あった(表 2 -1，表 2-2)。

22時以降に就寝する幼児の人数割合は、男児では 28.6%(1歳児)~76.7% (2歳児)、女児では 33.3%

( 1歳児) ~57.8% (5歳児)であった。

5 起床時刻

男児の平均起床時刻は、 7時2分(1歳児) ~7 時 25 分 (2 歳児)、女児は、 7 時 9 分( 1 歳児)~

7時 30分 (2歳児)であった。 7時よりも前に起床する人数割合は、男児では 10.0%(2歳児)~42.9% 

( 1歳児)、女児では 10.5%(3歳児) ~31.0% (2歳児)で、あった。

6 睡眠時刻

男児の平均睡眠時聞は、 9時間 26分(2歳児)~ 9時間 38分 (4歳児)、女児は、 9時間 28分 (5 

歳児)~9 時間 47 分 (2 歳児)で、あった。また、睡眠時聞が 10 時間未満の幼児の人数割合は、男児で

は 57.2%(1歳児) ~77.0% (2歳児)、女児では 62.0(2歳児) ~71. 1% (5歳児)で、あった。中で

も、睡眠時聞が 9時間 30分を下回る短時間睡眠の割合は、男児では 38.2% (5歳児) ~49.6% (6歳

児)、女児では 33.3%(1歳児) ~48.1% (5歳児)もいた。

7 朝食摂取状況

70%以上の幼児が、毎日、朝食を摂取していた。しかし、毎日食べていない幼児が、男児で 0.4%(5 

歳児) ~1.0% は歳児)、女児では 0.5% (4歳児) ~1.0% (6歳児)確認された。

8. 排便状況

男児の排便状況は、「朝しなし、」と「朝しない時の方が多し、」を合わせると、 41.3%(2歳児) ~61. 3 

(6歳児)、女児では 14.3%(1歳児) ~64.6% (4歳児)いた。

9 夕食開始時刻

男児の平均夕食開始時刻は、 18時 10分(1歳児) ~18 児 37 分( 3歳児)の範囲であり、女児では

18時 21分 (6歳児) ~18 児 58 分( 1歳児)であった。

また、夕食開始時刻が 19時以降の男児は、 26.7%(4歳児)~42.7% (3歳児)おり、女児では 28.6%

(6歳児) ~66.7% (1歳児)で、あった。

考察

台湾の幼児園に通う幼児 1，627人の余暇活動と生活習慣の調査・実態を分析したところ、降園後のあ
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そびの内容をみると、動的なあそびよりも、お絵描き、テレビ・ビデオ等の静的なあそびが多かった。

たとえ室内であっても、からだ、を動かすことは、幼児の身体活動量を増加させ、体力を高めるだけでな

く、心地よい疲れをもたらすことから、早めに降園できれば、屋内外ともに、少しでもからだを動かす

あそびを導入する必要があると考えた。一方で、帰宅の遅い子もいるため、生涯にわたる走・跳・投な

どの基本的な運動能力が身につけるために圏内生活時間内での運動や運動量のあるあそび時間を増す

ことが必要不可欠であろう。運動することで、幼児の体力向上と就寝時刻を早めることに繋がると考え

た。

続いて、睡眠に関しては、 22時以降に就寝する男児が 28.6%(1歳児) ~76.6% (2歳児)、女児で

は 33.3%(1歳児) ~57.8% (5歳児)と多くおり、平均起床時刻は、男女ともに 7時を過ぎていたこ

とから、就寝時刻の遅れが起床時刻の遅れの誘因となっていることが明らかとなった。また、 22時以降

就寝の幼児が多いことは、台湾の幼児は保護者の夜型化した生活にネガティブな影響を受けていると推

察した。

朝食摂取状況については、 1歳児(男児・女児)、 5歳児(女児)を除いて、毎日朝食を摂取してい

る幼児の割合が 70%台と低かった。国土交通省の調査1)によると、台湾では、朝食を食べる習慣があ

まり定着していないことが報告されていることから、台湾の朝食を重視しない文化が、朝食を毎日摂取

する幼児の割合を低くしているのではなし、かと懸念した。

日本と台湾の幼児の平均就寝時刻を比較すると、台湾の幼児の方が遅い傾向にあったことから、日中

の園での運動あそび時聞が不足していると推察した。

まとめ

最近の台湾の幼児の余暇時間、とくに、降園後のあそびと生活習慣の実態を把握するために、 2015年

5 月 ~6 月に、台湾の台北市をはじめ、新北市、桃園市、台南市、高雄市の幼児園に通う 1~6 歳の幼

児 1，627名(男児 807名、女児 820名)の保護者を対して、幼児の余暇活動と生活習慣に関するアンケ

ート調査を実施した。その結果、

(1) 降園後のあそびの内容をみると、動的なあそびよりも、お絵描きやテレビ・ビデオ等の静的な

あそびの多いことが明らかとなった。健康づくりや自律神経機能充進のためには、降園後に、

屋内外ともに、少しでもからだを積極的に動かして、体力の高まるあそびを導入する必要があ

ると考えた。日中、暑いために、夜市をはじめとする夜型生活に生活のリズムをシフトしてい

るだけなく、日中の運動量が足りないために、疲れていないので、夜も遅くまで起きていられ

るものと推察した。また、就寝時刻を日本と比較すると、台湾の幼児の方が遅いことから、日

中の園での運動時聞が不足し、内容も負荷量の少ない活動が多いものと推察した。

(2) 22時以降に就寝する遅寝の男児は、 28.6%(1歳児)~76.6% (2歳児)おり、女児では 33.3%

(1歳児) ~57.8% (5歳児)と多かった。そのため、平均起床時刻は、男女ともに 7時を過ぎ

ていたことから、就寝時刻の遅れの誘因になっていることを確認した。

( 3) 朝食摂取状況については、 1歳児(男児・女児)と 5歳児(女児)を除いて、毎日朝食を摂取

してt、る幼児の割合が 70%台と低いことを確認した。
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